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創
立
者
の
中
で
、
親
子
二
代
で
代
言
人
業
務
や
法
学
教
育
に
携

わ
っ
た
の
は
元も
と

田だ

肇は
じ
め

一
人
で
あ
る
。

　

元
田
肇
は
現
在
の
大
分
県
国
東
市
の
出
身
、
猪
俣
栄
造
、
理り

寿す

の
末
子
に
生
ま
れ
、
政
左
衛
門
、
の
ち
政
吉
と
称
し
た
。
杵
築
藩

の
学
監
元
田
竹ち
く

渓け
い

に
師
事
し
、
そ
の
子
・
直な
お
しに
才
能
を
見
い
だ
さ

れ
、一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
、上
京
、元
田
直
の
養
子
と
な
り
、

肇
と
改
名
し
た
。
翌
年
開
拓
使
学
校
に
入
学
す
る
が
、
同
校
が
廃

止
と
な
り
、
七
四
年
開
成
学
校
の
貸
費
生
と
な
る
。
八
〇
年
東
京

大
学
法
学
部
を
卒
業
、
法
学
士
と
な
り
、
代
言
人
の
免
許
を
受
け

た
。

　

義
父
と
な
る
直
は
太
政
官
大
史
と
し
て
勤
め
た
の
ち
、
七
五
年

に
法
律
学
舎
を
創
立
し
て
法
律
学
を
教
授
、
代
言
業
務
を
合
わ
せ

て
行
っ
た
。
こ
の
学
舎
は
法
律
学
校
の
元
祖
で
、
初
期
の
有
力
代

言
人
の
中
に
出
身
者
が
多
か
っ
た
。
ま
も
な
く
代
言
業
務
に
専
念

し
、
自
身
も
代
言
免
許
を
受
け
大
事
件
を
依
頼
す
る
者
が
多
か
っ

た
と
い
う
。
八
〇
年
、
初
代
の
東
京
代
言
人
組
合
会
長
に
選
出
さ

れ
、
代
言
人
の
地
位
向
上
に
尽
力
し
た
。
同
年
、
直
が
長
崎
上
等

裁
判
所
判
事
に
任
じ
ら
れ
、
大
学
を
卒
業
し
て
代
言
人
と
な
っ
た

ば
か
り
の
肇
が
義
父
の
代
言
事
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

肇
は
翌
年
に
銀
座
に
代
言
事
務
所
を
開
設
、
直
の
娘
キ
ク
子
と
結

婚
し
て
い
る
。
八
四
年
、
東
京
代
言
人
組
合
会
長
に
就
任
、
翌
年

も
再
選
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
元
田
肇
は
英
吉
利
法
律
学
校
の
創
設
に
参
加

し
、
第
一
年
級
の
動
産
委
托
法
、
第
三
年
級
の
法
律
抵
触
論
の
講

義
を
担
当
し
た
。
政
界
へ
の
進
出
に
と
も
な
い
、
教
壇
か
ら
は

離
れ
、
明
治
末
年
に
は
弁
護
士
登
録
も
名
前
の
み
に
な
っ
て
い
く

が
、
そ
の
後
も
大
学
と
の
関
係
は
継
続
し
て
い
く
。
英
吉
利
法
律

学
校
の
維
持
員
、
社
団
法
人
東
京
法
学
院
大
学
社
員
、
財
団
法
人

中
央
大
学
評
議
員
な
ど
と
し
て
、
大
学
の
経
営
に
参
画
し
て
い

た
。
ま
た
、
一
九
一
〇
年
の
創
立
二
十
五
周
年
に
際
し
て
は
記
念

会
委
員
長
と
し
て
重
責
を
果
た
し
た
。
二
八（
昭
和
三
）年
に
は
、

中
橋
徳
五
郎
・
藤
田
隆
三
郎
・
花
井
卓
蔵
と
と
も
に
中
央
大
学
顧

問
に
就
任
、
三
八
年
十
月
八
十
一
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
そ
の
任
に

あ
っ
た
。

　

一
八
九
〇
年
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
元
田
は
豊
州
会
に
所

属
し
て
、
大
分
県
一
区
お
よ
び
五
区
か
ら
立
候
補
し
、
両
区
で
当

選
を
果
た
し
た
。
次
回
の
選
挙
で
は
落
選
す
る
が
、
補
欠
選
挙

で
復
活
し
、
以
後
一
九
三
〇
年
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
議
員
の
座

を
守
り
、
政
友
会
で
も
重
鎮
と
な
っ
て
い
く
。
一
八
九
八
年
に
は

衆
議
院
副
議
長
、
一
九
一
一
年
に
は
拓
殖
局
総
裁
、
一
三
年
に
は

初
め
て
山
本
権
兵
衛
内
閣
の
逓
信
大
臣
に
就
任
し
た
。
同
内
閣

で
は
奥
田
義
人
が
文
部
大
臣
、
司
法
大
臣
を
務
め
て
い
る
。
二
〇

年
に
は
初
代
の
鉄
道
大
臣
に
、
二
八
年
に
は
衆
議
院
議
長
に
就
任

し
た
。
三
二
年
に
政
党
人
と
し
て
初
め
て
枢
密
顧
問
官
に
任
じ
ら

れ
、
三
七
年
に
は
老
齢
に
つ
き
宮
中
杖
を
許
さ
れ
る
。

　

一
八
八
九
年
に
英
吉
利
法
律
学
校
を
卒
業
し
、
弁
護
士
、
判
事

と
な
っ
た
大
橋
樹
太
郎
は
元
田
に
つ
い
て
、
弁
護
士
全
盛
期
に
最

も
親
交
の
あ
っ
た
同
僚
と
し
て
山
田
喜
之
助
、
代
言
人
組
合
会
長

の
競
争
者
と
し
て
大
谷
木
備
一
郎
、
訴
訟
に
お
け
る
好
敵
手
と
し

て
岡
山
兼
吉
の
名
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
英
吉
利

法
律
学
校
の
創
立
者
や
そ
れ
に
準
じ
る
関
係
者
で
あ
り
、
興
味
深

い
。

　

現
在
、
多
摩
校
舎
一
号
館
に
は
元
田
肇
胸
像
が
置
か
れ
て
い

る
。
戦
時
中
元
田
家
か
ら
大
学
へ
預
け
ら
れ
て
い
た
渡
辺
長お
さ

男お

作

の
胸
像
が
学
生
紛
争
の
さ
な
か
に
壊
さ
れ
、
陶
製
の
銘
板
の
み
が

残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
本
学
の
創
立
百
周
年
を
機

に
平
野
富
山
に
よ
り
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
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